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新商品開発 とはいっても

何から進めたらいいんだろう？
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本県産業の

商品競争力を

向上する

モノづくりからコトづくりへの転換が必要
↓

デザイン視点からアプローチ

➡コトづくりのためには、
商品開発の入り口「商品企画」の強化が必要。

〔商品開発プロセス〕

商品企画 製品開発 製造 販売
魅力的な

商品

グランドデザイン プロダクトデザイン
コミュニケーション

デザイン

研究の背景・必要性

3



商品価値創造を
デザイン視点のアプローチで進められる

岩手県内企業が活用できる
商品企画支援ツール の実現

研究目的・方法
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内容
2019年

調査 先行事例調査

ツール開発 プロトタイプ設計

2020年 ツール開発
検証・改良

実証試験



目指す支援ツール

商品開発を行う際の

思考過程を可視化し、

デザイナーではない担当者でも

進行管理を行うことが可能 なツール
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支援ツールの開発ポイント

当センターの支援ノウハウを基に制作

商品開発の全体像と現在位置がわかる

開発状況が可視化され、

情報共有できる

今行うべき必要な行動がわかる

1.

2.

4.

3.
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支援ツールのコンセプト

現
状
の
理
解

目
標
設
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試
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商
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製品開発 試作・評価
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ジ
ャ
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型
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開発するツールはアジャイル型支援
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現
状
の
理
解

アイデア
展開

コンセプト
設定

目標設定

商品展開・
設定

ターゲット
設定

試作

試作

試作

評価

評価

評価



支援ツールの構成
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商品開発チェックシート

ナビカード

ナビツール

ナビボード

ナビシート



チェックポイント

開発スパイラル

ナビボード
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コンセプトワークを中心に開発スパイラルをナビゲートする進行表

輪状の経路を何度も周回しブラッシュアップするのが特徴



各設問に回答することにより、商品開発の全体像を把握

表紙

理由
（WHY）
※ビジョン

方法
（HOW）
※事業コンセプト

何を
（WHAT）
※商品コンセプト

目指す商品

理由（WHY）・方法（HOW）・何を（WHAT） で構成
※参考「WHYから始めよ！」サイモン・シネック、日本経済新聞出版社、2012

商品開発チェックシート
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商品開発チェックシート

理由（WHY）：事業の目的（ビジョン）を確認する頁

あなたは

なぜ

これを作って

売るのですか
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商品開発チェックシート

方法（HOW）：事業コンセプトを確認する頁

誰が

何のために使うのか

どうやって手に入れるのか

ユーザーベネフィット
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商品開発チェックシート

何を（WHAT）：商品コンセプトを確認する頁

特徴

材料

作り方

値段

売り方

競合
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開発当初から
既存商品／サービスに
捉われないよう、
あえて曖昧にするために

開発商品を

として表現

商品開発チェックシート

目指す商品
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ナビカード・ナビシート

ナビカード 事業目的設定
ターゲット

設定

事業アイデア

展開

事業コンセプ

ト設定

商品アイデア

展開
商品設計

カードの

目的

ユーザー目線で事業

の成功指針を定める

ターゲットユーザー

を明確にする

本事業でのユーザー

ベネフィットを検討

する

事業の方向性・内容

を決める

商品仕様のアイデア

をできるだけ出す
商品の仕様を決める

紹介する

手法
－ ペルソナ

マインドマップ

カード式ブレイン

ストーミング

ポジショニング

マップ

イメージ収集

アイデアスケッチ

ポジショニング

マップ

対応

ナビシート

事業目的設定 ターゲット設定 マインドマップ ポジショニング

マップ

イメージ収集 イメージボード

カード式ブレイン

ストーミング

事業設定 アイデアスケッチ 商品設計
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項目
ナビボードの
マスに対応

項目の目的
決める事項を
明確にする

方法
取り組む内容

項目の目標
目標到達の確認

裏：項目の解説表：項目の目標設定

ナビカード

ナビボードの各マス毎の手順・手法を説明するカード

マスでの目的と目標到達を確認できる

16



ナビシート

ナビカードに対応した作業用ワークシート
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検証時の意見 修正内容

商品 という単語を使うと、
先に商品ばかりを考えてしまう

単語 商品 を、
抽象化した単語 ほにゃらら に変更

インタビュー内容は、
商品開発の確認項目ではないか

インタビューシート から
商品開発チェックシート に名称変更

設問全体が見えると、
商品ありきの回答になるのでは

シートから冊子にし、各ページ毎に
Why → How → What と構成

既存製品・サービスについての質問
が「はい／いいえ」だけで答えられ
てしまう

はいの場合の回答欄
「それは何ですか」を追加

開発商品が見えていないと答えられ
ない設問がある

開発途中では空欄でも良い

支援ツールの検証・改良

（一部抜粋）
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冊子形式にし、理由（WHY）・
方法（HOW）・何を（WHAT）
の３頁構成に

開発商品をあえて曖昧にするために
「ほにゃらら」として表現

「商品開発チェックシート」
に名称変更

ワークシート「ナビシート」
を添付

カードによって、説明と作業を整理
収束過程の手法をボジショニングマップに

アイデアの発散過程、収束過程に整理
発散過程の手法をマインドマップに

コンセプトワークを
２つのスパイラルに分割

コンセプトワークを
１つのスパイラルに再統合

アジャイル型開発により、随時修正を反映

支援ツールの検証・改良

ナビボード

商品開発
チェックシート

ナビカード
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工業デザイナーの意見

・全体的に良くできている。アジャイル型の行程により、

商品開発の進め方が直線的でない現状を反映している

・商品企画の段階で流通や販売の過程も盛り込むように

した方がよい

・各企業でのツールの使い方に自由度を設け、それぞれ

に合せた使い方で構築してもらうことが望ましい

支援ツールの検証・改良
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・県内企業での導入実証

・商品開発支援ツールキットの配布

・ツール使い方セミナーの開催

・共同研究などでの活用

今後の展開
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